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SmartPlant Explorer 2.0 - Oracle 8.0の設定方法 
 
SmartPlant Explorer (SPE)により PDSプロジェクトのデータをWebブラウザから参照で
きるようにする(Publish)ためには、PDS 用のデータベースサーバと SPEサーバとの間のネ
ットワーク設定を行う必要があります。この資料では、SmartPlant Explorer 2.0と Oracle 
8.0.5を組み合わせて使用する場合の設定方法を説明します。なお、Oracle 8.0.5.1.1パッチ
のインストールに関しては、説明を省略しています。 
 

1. 必要な Oracleコンポーネント 

Oracle 8.0.5の CDから各プロダクトのインストールを行う際には、Custom Installationを
選択します。 
 
データベースサーバ側では、Oracle Installer上で以下のプロダクトを選択します。 
 

Oracle Installer 3.3.1.0.0C 

Oracle Net8 Products 8.0.5.0.0 

Oracle8 (Workgroup Server/Enterprise Edition) 8.0.5.0.0 

 
Oracle Installerにより、必要な関連プロダクトも含めてインストールが行われます。 
 

Assistant Common Files 8.0.5.0.0 

Java(TM) Runtime Environment 1.1.1.0.0 

Oracle Database Assistant 8.0.5.0.0 

Oracle Installer 3.3.1.0.0C 

Oracle Named Pipes Protocol Adapter 8.0.5.0.0 

Oracle Names Server 8.0.5.0.0 

Oracle Net8 Assistant 8.0.5.0.0 

Oracle Net8 Client 8.0.5.0.0 

Oracle Net8 Server 8.0.5.0.0 

Oracle TCP/IP Protocol Adapter 8.0.5.0.0 

Oracle Trace Collection Services 8.0.5.0.0 

Oracle8 (Workgroup Server/Enterprise Edition) 8.0.5.0.0 

Oracle8 Release Notes 8.0.5.0.0 

Oracle8 Utilities 8.0.5.0.0 

Required Support Files 8.0.5.0.0 
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SPEサーバ側では、Oracle Installer上で以下のプロダクトを選択します。 
 

Oracle Installer 3.3.1.0.0C 

Oracle Net8 Assistant 8.0.5.0.0 

Oracle Net8 Client 8.0.5.0.0 

Oracle TCP/IP Protocol Adapter 8.0.5.0.0 

Oracle8 Utilities 8.0.5.0.0 

 
Oracle Installerにより、必要な関連プロダクトも含めてインストールが行われます。 
 

Assistant Common Files 8.0.5.0.0 

Java(TM) Runtime Environment 1.1.1.0.0 

Oracle Installer 3.3.1.0.0C 

Oracle Named Pipes Protocol Adapter 8.0.5.0.0 

Oracle Net8 Assistant 8.0.5.0.0 

Oracle Net8 Client 8.0.5.0.0 

Oracle TCP/IP Protocol Adapter 8.0.5.0.0 

Oracle Trace Collection Services 8.0.5.0.0 

Oracle8 Release Notes 8.0.5.0.0 

Oracle8 Utilities 8.0.5.0.0 

Required Support Files 8.0.5.0.0 
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2. データベースサーバ側の設定 

データベース(SID)および PDSプロジェクトの作成後、Net8 Serverの設定を行います。 
 
Oracle Net8 Assistant を起動し、“Listeners”をダブルクリックします。表示された
“LISTENER”を選択します。 
 

 
 
上部のドロップダウンリストから、“Database Services”を選択します。SIDフィールドに対
して、OracleデータベースのSID名を入力します。複数のデータベースが存在する場合には、
Add Database ボタンを選択し、同様に SID名の入力を行います。 
 

 
 
“File”メニューから“Save Network Configuration”を選択します。Oracle Net8 Assistantを
終了します。 
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設定を有効にするため、TNS Listenerサービスを再起動します。Control Panel内の Services
アイコンをダブルクリックします。Service リストから“OracleTNSListener80”を選択し、
Stopボタンを選択します。サービスが停止した後、Startボタンを選択します。 
 
 

3. SPEサーバ側の設定 

SPEサーバ側では、Net8 Clientの設定を行います。 
 
Oracle Net8 Easy Configを起動します。“Add New Services”を選択し、New Service Name
フィールドに対してサービス名(データベースエイリアス名)を入力します。Next>ボタンを選

択します。 
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データベースサーバと通信を行う際に使用するプロトコルとして“TCP/IP (Internet 
Protocol)”を選択し、Next>ボタンを選択します。 
 

 
 
Host Nameフィールドに対してデータベースサーバ名を入力し、Next>ボタンを選択します。 
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Database SIDフィールドに対して PDSサーバ上のデータベースの SID名を入力し、Next>

ボタンを選択します。 
 

 
 
Test Serviceボタンを選択し、作成されたサービスのテストを行います。 
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Usernameフィールドに対して Oracleデータベース上のユーザ名、Passwordフィールドに
対してそのユーザのパスワードを入力し、Testボタンを選択します。接続テストの結果を確

認した後、Done ボタンを選択し、上図のダイアログに戻ります。Next>ボタンを選択します。 
 

 

 
Finishボタンを選択します。 
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Server Manager を使用してデータベースサーバとの接続テストを行うこともできます。
Command Prompt 上で svrmgr30 と入力し、Server Manager を起動します(“ORA-12203: 

TNS:unable to connect to destination”というエラーが発生しますが、問題はありません)。以
下のようなコマンドを入力し、PDSサーバ上のデータベースと接続できることを確認します。 
 

SVRMGR> connect system/manager@データベースエイリアス名 

 
 

4. ODBCドライバの設定 

SPEは、Windows NT Option Packに含まれる ODBCドライバを使用して、Net8 Client
との通信を行います。 
 
Control Panel 内の ODBC アイコンをダブルクリックします。ODBC Data Source 
Administratorの“System DSN”タブを選択し、Add… ボタンを選択します。 
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リストから“Microsoft ODBC for Oracle”を選択し、Finishボタンを選択します。 
 

 
 
Data Source Nameフィールドに対してデータソース名、Descriptionフィールドに対して説
明、User Name フィールドに対して通信の際に使用する NT 上のユーザ名、Server フィー
ルドに対してOracle Net8 Easy Configで作成したデータベースエイリアス名を入力します。
OKボタンを選択します。 
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ODBC Data Source Administratorに戻ります。OKボタンを選択します。 
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5. PDSプロジェクトの Publish 

SPEにより PDSプロジェクトの Publishを行う際には、ODBCのデータソース名、Oracle
データベース上のユーザ名/パスワードの指定を行います。 
 
SmartPlant Administratorを起動します。Add… ボタンを選択します。 
 

 

 
Next>ボタンを選択します。 
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ODBC Data Source Administratorで作成したデータソース名、PDSのプロジェクトスキー
マ(pd)に対応する Oracle上のユーザ名、パスワードを入力します。Next>ボタンを選択しま

す。 
 

 
 
PDSプロジェクトの情報が表示されます。Next>ボタンを選択します。 
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Publishを行う情報を選択します。Next>ボタンを選択します。 
 

 
 
各項目に対して、データソース名、Oracle 上のユーザ名、パスワードを入力し、Next>ボタ

ンを選択します。 
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レポートテンプレート等のコピー元、データの出力先を指定します。Next>ボタンを選択し

ます。 
 

 
 
入力した設定が表示されます。確認を行った後、Finishボタンを選択します。 
 

 
 
Publish が開始されます。なお、処理を終了するまでに、数十分程度の時間が必要な場合が
あります。Publish終了後、必要に応じて Access Controlの設定を行います。 
 


